
日
時 2019年 3月16日（土）

場
所
日本橋ライフサイエンスハブ
東京都中央区日本橋室町１－５－５室町ちばぎん三井ビルディング８階

主
催

日本医師会
経済産業省関東経済産業局

担当事務局： 日本医療機器開発機構、新社会システム総合研究所、日本医師会総合政策研究機構（日医総研）

定員：100名（参加費：無料）
医療機器開発に関心をお持ちの医師・医療関係者、大学・研究機関、製販企業、
ものづくり企業、行政・支援機関の方

来
場
者

17：15～19：00 医療機器開発に係る情報交換会（※要事前申込）
12：00～17：15 知財に関する個別相談コーナー、知財に関わる展示コーナー

併設プログラム

作成：2019年2月19日

先着

100名
参加費：無料

本セミナーは、平成30年度経済産業省委託事業「医工連携による医療機器開発促進
のための知財活用モデル策定事業」により実施しています。

開催プログラム

13：00 受付開始 開始直前は混雑が予想されます。お早めにご来場下さい。

14：00 主催者挨拶 日本医師会常任理事 羽鳥 裕
関東経済産業局

14：10 講演Ⅰ 「世界の医療機器開発における知財の潮流」
グローバルな視点からの専門家を演者としてお招きします。

14：40 講演Ⅱ 「知財活用の成功・失敗事例」
ヒアリング調査にご協力いただいた医師や企業のご担当による事例の紹介を
予定しています。

15：10 休憩

15：25 講演Ⅲ 「医療機器開発における知財のポイント」
医療機器に関する知財経験豊富な弁理士の方を演者としてお招きします。

15：55 講演Ⅳ 「ビッグデータ・AIを活用した新たな知財分析・活用について」
企業による戦略的な知財活用についてプレゼンしていただきます。

16：25 パネルディスカッション ～アンケート結果から、知財活用モデル策定にむけて～

17：00 閉会

医工連携による医療機器開発促進のための
知財活用セミナー

医療機器の開発や、事業化・製品化の大きな課題として、医工連携における医師や
医療従事者の知的財産に関する知識不足や、開発に関わる企業等との認識の違いに
より、開発案件の取進めに支障が出たり、頓挫してしまうことが挙げられます。
そこで、本セミナーは、医師や企業へのアンケート調査、ヒアリング調査を通じて得られた
知財活用に関する知識を広く共有し、医工連携による医療機器開発を促進すること目
的とします。



FAX送信方向

氏名 Email @

住所 （都道府県のみ） 電話 - -

所属区分 □医師／□医療機関・医療関連職種
（看護師・臨床工学技士・臨床検査技師・事務
等）

□大学／□研究機関
□企業／□行政／□支援機関

FAX - -

所属名称 役職

案件相談
※医師のみ

□ 希望する（希望時間帯 時 分から 時 分）／ □ 希望しない

情報交換会 □ 希望する（参加費 3,000円(税込) ※１．キャンセル規定参照）／ □ 希望しない

セミナ-案内 □ 希望する（今後の関連セミナーの情報をご案内致します。）／ □ 希望しない

2019年03月16日（土）14時～17時
医工連携による医療機器開発促進のための知財活用セミナー

※以下の何れかの方法でお申込み下さい。

・FAX： 03-3946-2138 
・WEB： http://jmamdc.med.or.jp/ 

日本医師会総合政策研究機構（吉田・來島宛）

会場のご案内

日医総研 医療機器開発支援窓口（Webサイト）：http://www.jmamdc.med.or.jp
お問い合わせメールアドレス ：supportdesk@jmamdc.med.or.jp
担当：日医総研 吉田・來島 TEL:03-3942-6475

本セミナーに関する
窓口

（事務局記入欄 受付日＿＿月＿＿日 受付番号＿＿＿ 受付者＿＿）

参加申込書

同日は、知財に関する個別相談や情報交換会も予定しております（要事前申込）。皆様のご参加
心よりお待ちしております。

※1. 情報交換会のキャンセルは、開催日の３日前までに下記窓口にご連絡ださい。
それ以降にキャンセルが発生した場合、参加費を請求させていただきますのでご了承ください。

※2. 定員になり次第、締め切らせて頂きます。

※3. 複数名ご参加の場合には、こちらの用紙をコピーしてお申し込みください。
※4. 参加希望者の個人情報は、本セミナーの運営にのみ使用致します。
※5. 当日はメディア取材、広報撮影用のカメラが入りますことをご了承ください。

日本橋ライフサイエンスハブ

東京都中央区日本橋室町１－５－５室町
ちばぎん三井ビルディング８階


